
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年（令和元年）１１月発行  第７６号 

【令和元年第３回立川市議会定例会】 

秋は文化祭、スポーツ大会、学校行

事などが数多く開催されます。皆さま

も様々に参加されていると思います

が、いかがお過ごしでしょうか。 

私は日本の伝統文化のイベント等

に参加すると、その歴史や成り立ち、

作法や礼儀なども学び、とても奥深い

ものと驚嘆します。そして、伝統を継

承しつつも、現代に合わせた新しいも

のを巧みに取り込み、未来へと繋がれ

ていくことに敬意を表するものです。 

明年の東京 2020 大会には、海外か

ら多くの方が来日されます。日本の伝

統文化を聞かれることがあるやもし

れません。その時に胸を張って、日本

の伝統文化を語れるようにしておき

たいと思います。 

令和元年第３回定例会が 9月 13日から

10月 18日までの会期で開催されました。

市長選挙後の初めての定例会で、初日に

市長の所信表明が行われました。それに

対する代表質問を私は会派を代表して 19

日に行いました。また、平成 30年度の立

川市一般会計及び 6 つの特別会計決算を

審議、認定しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主張  今回の市長選は 257 票差の非常に際どい勝利だった。一票一票の重みを受

け止め、今後 4 年間の市政運営に臨む決意は。 

 

＜答弁＞ 様々な意見があることは承知している。立川市の未来の姿として約束した

27 の公約を果たすべく、市政運営をおこなっていく。（市長） 

★市長選挙の結果について 

◆主張  東京都及び隣接市との協議について、今後どのように進めていくのか。 

 

＜答弁＞ 本年度から令和 2 年度にかけて、東京都主導による基本設計を取りまとめ

る予定。関係団体と連携して取組む。（市長） 

★空堀川流域の雨水対策の整備について 

◆主張  市民らの活動や交流を図る拠点等の形成に向け、日常生活を支える都市機

能の集積を進めるべき。 

 

＜答弁＞ 交通結節点としてのポテンシャルや駅周辺の地域特性を生かし、更なるに

ぎわいを図るなど、周辺地域の拠点としての形成を図る。（市長） 

★玉川上水駅周辺のまちづくりについて 

◆主張  子どもの安全を確保するための方策の一つとして、子ども 110 番事業があ

る。実際に子どもの駆込み体験訓練を実施すべき。 

 

＜答弁＞ 体験訓練は有効であると認識している。東京都が実施した訓練を参考に、

青少年健全育成地区委員会等と協議していく必要があると考える。（子ども

家庭部長） 

★子どもの安全・安心について 

◆主張  ライフステージに応じたスポーツ活動と、交流・連携による更なる地域ス

ポーツの推進を図るため、市内の地区体育会への支援を充実させるべき。 

 

＜答弁＞ 市内各地域の人口規模や練習環境が一律でないため、役員のなり手、世代

交代等が課題になっている。地区体育会の更なる活性化と認知度向上のた

めに、仕組みや支援について検討していく。（産業文化スポーツ部長） 

★地域スポーツの推進について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 3 日、環境建設委員会で、錦町にある下水処理

場を視察しました。立川市の下水処理場は、昭和 42

年から運用され、施設の老朽化・耐震化等の対応が

急務となっています。単独で事業継続するより、広

域化・共同化することでコストの縮減を図り、現在、

国立市にある東京都の北多摩二号水再生センターへ

の編入工事が進められています。約 3.4 ㎞に渡り、

錦幹線（下水道）を掘削する大掛かりなものです。

令和 5年度に送水開始される予定です。 

玉川上水駅自

転車駐車場に

溜まった土砂

の撤去がなさ

れました 

砂川町７丁目地域に、

カーブミラーが設置

されました 

10 月 11 日、私が副委員長を務める議会改革特別委

員会で、埼玉県所沢市へ『議会運営・改革』につい

て視察しました。所沢市議会は、早稲田大学マニフ

ェスト研究所が毎年発表している議会改革ランキン

グ（市）で、常にベスト 20位以内に入る議会です。

政策研究審議会条例を制定し、大学教授らを委員と

する政策審議会（シンクタンク）を設置されるなど、

先進的な取組みを進めています。学ぶべきことが

多々あり、立川市議会の議会改革の参考にしていき

たいと思います。 

10 月 29 日、府中市にある東京自治会館で開催され

た東京たま広域資源循環組合議会定例会に出席しま

した。私は現在、立川市議会より選出されて、組合

議会議員を務めています。25市 1町の自治体議会の

議員により構成されています。本組合は、ごみの最

終処分場である、日の出町の二ツ塚処分場、エコセ

メント事業等を統括しています。当日は、平成 30年

度の一般会計歳入歳出決算、令和元年度一般会計補

正予算について等を審議しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 

◆市議会議員 議会改革特別委員会副委員長 環境建設委員会委員 

高口やすひこ励ます会 発行 
 

 

《公明党無料法律相談》 

・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。詳細は高口やすひこまで 

 

10 月 10 日、武蔵砂川駅前広場整備工事完成記念式

典が開催されました。請願駅として昭和 58年に開業

されて以来、この駅前広場の開設は地域住民の方々

の悲願ともいうべきものだったと思います。周辺の

道路整備も着実に進んでいます。ただ、東西にある

横断歩道の信号機設置がなされていません。計画に

はないのですが、今後は信号機設置が一日も早く実

現されるよう尽力していきたいと思います。 

11月 1日、立川市議会と日野市議会で、過日の台風

で甚大な被害を受け、現在通行止めとなっている日

野橋について、現状復旧並びに架け替えを早期に実

施して頂くよう「日野橋に関する要望書」を小池百

合子東京都知事に提出しました。私は立川市議会・

公明党会派を代表して同席しました。 


